
 

  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 

後 

の 

予 

定 

日 付 
開始時間 

終了時間 場 所 事 項 内  容 

12 月 10 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 卓話：参議院議員 片山 さつき 氏 

12 月 15 日
(水) 

18:00 
B１F ギャラクシー 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 

35周年 

式 典 

35周年式典・祝賀会 

守屋純子 JAZZ Quartet＋宮本美季（VO）コンサート 

12 月 24 日 

12 月 31 日 
            休    会 

2022 年 

1 月 7 日 

12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 「新春落語」 三遊亭円楽 師匠 

東京赤坂ロータリークラブ 
NO. 1592 /  2021. 12. 3 
例 会/ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 

    Tel 03-3505-1111 

事務局/〒107-0052 東京都港区赤坂 2-19-8 

    赤坂 2 丁目アネックス 3F 

    TeL  03-3505-5976 

    Fax  03-3505-6004 

    http://www.akasakarotary.com/ 

 

 

本日の例会：2021年 12月 3 日 通算 1618回 本年度 第 19 回   

卓話：国連大学協力会 常務理事兼事務局長 森 茜 氏 

   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
       
 

 

 
 
 

 

 

20２1～22年度 
国際ロータリーのテーマ 

「僅かなことにも手を差し伸べよう、そして信頼と絆」  2012～2013年度クラブテーマ    東京赤坂ロータリークラブ週報       

Weekly Report       会長  河邉  幸夫                          
2021～2022 年度クラブテーマ 

「みんなで親睦・奉仕 楽しく規律ある例会」 

 

● 第 1617回 例会報告 ／ 2021年 11月 26日  

出席報告：会員 52名 出席 25 名(内 ZOOM 3名) 

ビジター：       計 1名 (敬称略) 
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     11月 26日 10件 20,000円 累計 528,000円 

多額の寄付を有難うございました。（敬称略）   

河邉幸夫/岩上義明/吉田用親/コンシニ/永滋康/森本

勝好/大谷啓子/金山驍/関陽一/藤井万博/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話： 「野球で考える日米文化論 」 

スポーツキャスター 青島 健太 氏 

 

 

紹介者 ： 関 会員 

会長報告： 

ロータリー財団よりポールハリスフェローの認証のバ
ッチ（14 名）が届いております。 

PHF＋７ 土屋東一 君 /  PHF＋６ 西澤民夫 君  
 PHF＋３ 吉田用親 君 / 
 PHF＋２ 関 陽一 君  藤井（万）君  
 PHF＋１ 淺沼洋一 君 佐藤 仁 君 永 滋康 君  

長谷川毅 君 藤井宏章 君 穂苅裕久君  
 PHF初   奥野 敦 君 大谷啓子 君 川島栄吾 君  

  

  

岩上義明実行委員長： 

本日皆様にホンの気持ちばかりのプレゼン

ト（ネーム入りタグ）をお配り致しました。 

 
金山姉妹クラブ支援委員会リーダー： 

姉妹クラブの公山城 RCよりお祝いのメー 

 ルをいただきました。日本の訪問は難しいので、お祝

いに花輪をお送りいただけるとのことでした。 

幹事報告： 

2022 年２月 22(火)13:00～に地区大会が開催されます。 

場所はグランドプリンスホテル新高輪国際館パミール 3 階

です。出欠表にご記入の程お願い申し上げます。 

http://www.akasakarotary.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

東京赤坂ロータリークラブ／●会長：河邉幸夫 副会長: 穂苅裕久 幹事：福田栄二  会報委員長：望月明美  今週の担当：望月明美 

  

             ロータリーボイス   2020年 12月 8日    (※ 熊本パスト会長より掲載依頼) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

LGBTQ+の人びとが参加しやすいクラブづくりを 
「多様性・公平さ・インクルージョン（DEI）」シリーズ第 3 回 
寄稿者：グラント・ゴディノ（LGBT と仲間のロータリアン親睦活動グループ会長エレクト、Strathmore ロータリーク
ラブ［オーストラリア］会員） 
 
LGBTQ+（レズビアン、ゲイ、バイセクシャル、トランスジェンダー、クィア、クエスチョニング、ジェンダー多様性）
の人たちが参加しやすいロータリーについて私がアイデアや意見や事例を話すと、多くのリーダーがこう言います。「う
ちのクラブ／地区の会員はいい人ばかりで、悪い人はいない。だから問題ないだろう？」と。また、「なぜロータリーが
そんな政治的なことをしているのか」とか「私の地元にはゲイはいない」といった言葉も耳にします。 
 
こうした言葉は無知から来るものですが、私はこれを啓発の機会だと考えています。LGBTQ+の権利の問題は、人権の
問題です。「多様性、公平さ、インクルージョン（包摂）（diversity, equity, and inclusion=DEI）」は過去 10 年、ロータ
リーのアジェンダにおいて優先順位が高まりつつある一方で、多くの LGBTQ+の会員が今もクラブ内での差別に直面し
ています。真にインクルーシブ（包摂的）であるには、組織の方針や正式な手続きと同じくらい、仲間やリーダーとの
日々の付き合いの中で実践することが大切です。 
 
LGBTQ+コミュニティが参加しやすいクラブ、そしてロータリーとなるための方法をいくつかご紹介します： 
 
対話をはじめる 
LGBTQ+の人びとが抱える問題をより良く理解するために、あらゆるレベル（クラブ、地区、ゾーン、国際）のリーダ
ーがロータリーでの LGBTQ+の人びとの状況を理解すべきです。そのために次のことができます： 
 
地元の LGBTQ+団体の関係者に例会で卓話をしてもらう 
LGBT 親睦活動グループが作成した啓発用資料をダウンロードし、その内容について話し合う 
LGBT 親睦活動グループに連絡し、プレゼンテーションをしてもらう 
クラブ内で、また地元の地域社会でこのような対話を始めれば、どの地域社会にも（もしかしたらクラブにも）LGBTQ+
の人がいることが分かるかもしれません。 
 

社会の模範となる 
これは、LGBTQ+コミュニティを快く迎え入れるために必要なことです。以下はそのための案です：  
 
クラブのホームページの一番下にレインボーフラッグ（虹色の旗）の画像を入れる。または、クラブのイベント資料等
に LGBT 親睦活動グループのレインボーのハートのロゴを挿入する。このようなささやかな行為により、すべての人を
受け入れるクラブの姿勢をはっきりと示すことができます。 
例会の名札や E メールの署名に、自分を指す希望代名詞（he/him、she/her など）を添えるよう会員に求める。これは、
LGBTQ+コミュニティへのサポートを示すだけでなく、本人が希望する代名詞（preferred gender pronouns =PGP）を
使うことの大切さを人びとに理解してもらうきっかけとなります。また、トランスジェンダーや多様なジェンダーの人
に対して誤った人称代名詞を使ってしまう可能性を減らすことにもなります。 
 
LGBTQ+コミュニティにとって重要な問題への取り組みを支援する 
今後どんなプロジェクトに取り組もうか考えているクラブは、HIV／エイズの治療と予防、LGBTQ+コミュニティにお
けるメンタルヘルスやホームレスの問題、LGBTQ+の人びとに対する暴力の防止といった問題に取り組むことをご検討
ください。 
 
LGBT と仲間のロータリアン親睦活動グループを支援・推進する 
LGBT と仲間のロータリアン親睦活動グループ（LGBT Rotarians and Friends Fellowship）は、グローバルな友情、
奉仕、教育を促進することに力を注ぎ、誰もが参加でき、理解され、歓迎される地域社会を築き、善意と平和を培い、
LGBTQ+の人びとにとって根本から公正・公平な世界を実現することを目指しています。 
 
DEI は複雑な事柄ですが、ロータリーは着実に前進しています。ジェンダー、世代、文化の多様性への取り組みも開始
されています。LGBTQ+、身体障害者、先住民など、扱うべき側面はほかにもあります。これらのアイデンティティが
どのように交わるかといったこともあります（例えば、LGBTQ+であり身体障害がある人など）。ロータリーでの進展を
うれしく思うとともに、LGBT 親睦活動グループ、リーダー、地区会員増強委員会を含めて今後も対話を続けていくよ
う会員に呼びかけています。 

LGBTQ+の権利の問題は、人権の問題です 

グラント・ゴディノ 

【著者紹介】グラント・ゴディノ（he/him）：Gateway Rotaract ローターアクトクラブの創

立会長、Strathmore ロータリークラブ（Australia）の会員、LGBT と仲間のロータリアン

親睦活動グループ（LGBT Rotarians and Friends Fellowship）の会長エレクト。ゲイのシ

スジェンダー（生まれたときに割り当てられた性別と自認ジェンダーが一致）であり、ロー

タリアンであるパートナーのリーさん（he/him）と共にメルボルン郊外に在住。  


